
令和 7 年度社会福祉法人東村山けやき会 
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1 理事会の開催 

第 1 回 

6 月 5 日 

議案第 1 号 令和 6 年度社会福祉法人東村山けやき会事業報告（可決） 

議案第 2 号  令和 6 年度社会福祉法人東村山けやき会決算（可決） 

議案第 3 号  常勤職員勤務時間の変更制の試験的導入について（可決） 

議案第 4 号 役員賠償責任保険契約の締結について（可決） 

議案第 5 号  理事候補者の承認について（承認） 

議案第 6 号  監事候補者の承認について（承認） 

議案第 7 号  評議員候補者の推薦について（承認） 

議案第 8 号  評議員選任・解任委員会の招集について（可決） 

議案第 9 号  定時評議員会の招集について（可決） 

臨時理事会 

6 月 23 日 

議案第 10 号 理事長の選定について（可決） 

議案第 11 号 苦情解決第三者委員の委嘱について（可決） 

議案第 12 号 評議員選任・解任委員の選任について（可決） 

議案第 13 号 平成の里運営規程の一部を改正する規程（可決） 

議案第 14 号 平成の里空調機入替に係る入札参加条件等の決定について（可決） 

議案第 15 号 平成の里空調機入替に係る予定価格の設定について（可決）   

第 2 回 

7 月 17 日 

議案第 16 号 社会福祉法人東村山けやき会社会福祉充実計画ついて（可決） 

議案第 17 号 臨時評議員会の招集について（可決） 

第 3 回 

11 月 14 日 

 

報告第 1 号 理事長の職務執行状況について 

報告第 2 号 令和 7 年度上半期業務及び財務並びに監事監査報告 

議案第 18 号 令和 7 年度資金収支補正予算（第 1 号）（可決） 

第 3 回 

3 月 19 日 

 

報告第 3 号 理事長の職務執行状況について 

報告第 4 号 後援会関係について報告 

議案第 19 号 社会福祉法人東村山けやき会就業規則の一部を改正する規則について

（可決） 

議案第 20 号 社会福祉法人東村山けやき会懲戒手続規程の制定について（可決） 

議案第 21 号 社会福祉法人東村山けやき会職員給与規程の一部を改正する規程（可決） 

議案第 22 号 社会福祉法人東村山けやき会育児・介護休業等に関する規則の一部を改

正する規則について（可決） 

議案第 23 号 社会福祉法人東村山けやき会非常勤に関する規則の一部を改正する規則

について（可決） 

議案第 24 号 社会福祉法人東村山けやき会臨時職員に関する規則の制定について（可

令和 7 年度事業報告 
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（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日） 

 



決） 

議案第 25 号 社会福祉法人東村山けやき会個人情報保護に関する規程の全部改正につ

いて（可決） 

議案第 26 号 社会福祉法人東村山けやき会ハラスメント防止規程の一部を改正する規

程について（可決） 

議案第 27 号 令和 7 年度社会福祉法人東村山けやき会資金収支補正予算（第 2 号）（可

決） 

議案第 28 号 令和 8 年度社会福祉法人東村山けやき会事業計画（可決） 

議案第 29 号 令和 8 年度社会福祉法人東村山けやき会資金収支予算（可決） 

議案第 30 号 平成の里施設長の任命について（可決） 

2 評議員選任・解任委員会の開催 

6 月 5 日 議案第 1 号  評議員の選任について（可決） 

報告第 1 号  令和 6 年度事業報告及び決算報告の概要について 

3 評議員会の開催 

第 1 回 

6 月 23 日 

報告第 1 号 令和 6 年度社会福祉法人東村山けやき会事業報告 

議案第 1 号 令和 6 年度社会福祉法人東村山けやき会決算（可決） 

議案第 2 号 理事の選任について（可決） 

議案第 3 号 監事の選任について（可決） 

第 2 回 

7 月 23 日 

議案第 4 号 社会福祉法人東村山けやき会社会福祉充実計画ついて（可決） 

4 監査の実施 

決算監査 

5 月 22 日 

令和 6 年度事業報告及び決算報告について定款第 18 条第 2 項の規定及び監事監査規程

に基づき監査を受け、監査報告書にて承認を得る。 

  監事  堤 あかね・伊藤 善尚 

上半期定期監査 

10 月 20 日 

令和 7 年度上半期各施設事業及び財務定期監査の実施、及び財務定期監査の実施、監査

報告にて承認を得る。 

  監事  堤 あかね・伊藤 善尚 

5 会議等 

4 月～3 月 

6、9、、12、3 月 

7 月 7 日 

8 月～11 月 

12 月中 

1 月 21 日 

2 月 6 日 

2 月～3 月 

施設長等会議、毎月第 1 火曜日に開催。事業進捗、会議出席報告、意見交換、情報共有等 

感染症対策委員会（年 4 回、3 か月ごとに開催） 

BCP 研修（大規模災害、オンライン） 

BCP 訓練（大規模災害、各事業所） 

感染症研修・訓練 

虐待防止、身体拘束適正化委員会 

BCP 研修（大規模災害・感染症、オンライン） 

BCP 訓練（感染症、各事業所） 



6 人事 

平成の里 

4 月 1 日 

 

 

 

 

 

 

4 月 21 日 

5 月 31 日 

11 月 17 日 

3 月 31 日 

 

再雇用  再雇用職員（施設長）浅川 恵子（1 年契約） 

雇用更新 非常勤職員（目標工賃達成指導員）山田 幸三 （1 年契約） 

非常勤職員（事務員） 山浦 恵子 （1 年契約） 

   非常勤職員（職業指導員）宮本 満 （1 年契約） 

非常勤職員（職業指導員）荒井 久夫 （1 年契約） 

      非常勤職員（職業指導員）貫井 孝多朗（1 年契約）  

委嘱   顧問医  長谷川 洋一（1 年契約） 

復職   常勤職員（生活支援員）市村 早紀（育児休業） 

退職   非常勤職員（職業指導員）宮本 満  

採用   非常勤職員（職業指導員）岡田 充生 

退職   再雇用職員（施設長）浅川 恵子（定年退職・勤続 11 年） 

ふれあいの郷 

4 月 1 日 

 

 

 

雇用更新 非常勤職員（相談支援専門員・指導員）菊田 裕幸（1 年契約） 

  非常勤職員（指導員）千葉 陽子（1 年契約） 

非常勤職員（指導員）佐藤 えりか（1 年契約） 

グループホーム 

4 月 1 日 

 

 

 

5 月 1 日 

 

雇用更新 代替世話人（はぎやまはうす）山王 千春（1 年契約） 

代替世話人（はぎやまはうす）諏訪 静子（1 年契約） 

代替世話人（むさしのはうす）吉江 京子（1 年契約） 

委嘱   顧問医（はぎやまはうす並びにむさしのはうす）徳野 基晴（1 年契約） 

採用   代替世話人（むさしのはうす）水野 元子（年度契約） 

7 表彰等 

3 月 19 日 平成の里施設長 浅川 恵子（就業規則第 50 条第 1 項第 1 号及び第 2 項による表彰） 

8 資格取得 

3 月 3 日 

同  

社会福祉士・精神保健福祉士 ふれあいの郷 大泉 哲也 

社会福祉士 むさしのはうす 相川 綾子 

9 安全衛生 

【職員健康診断】 

 

【利用者健康診断】 

【その他】 

協会けんぽ集合検診等を利用、夏季に常勤職員全員が受診済。協会けんぽの保健指導の対

象者へは指導を受けるよう促している。 

各事業所の事業報告に記載。 

熱中症予防、コロナやインフルエンザ、ノロウイルス等の感染症の注意喚起等。 

10 防災・防火  

5 月 23 日 

6 月 7 日 

災害時情報共有システム訓練（はぎやまはうす）（オンライン） 

第 1 回自衛消防訓練（ふれあいの郷）〔職員、利用者〕 



7 月 7 日 

7 月 22 日 

12 月 5 日 

1 月 19 日 

2 月 

3 月 12.31 日 

第 1 回自衛消防訓練（平成の里）〔職員〕教育訓練（オンライン） 

第 1 回消防設備等点検（平成の里）〔株式会社千代田防災〕※異常なし 

第 2 回自衛消防訓練（平成の里）〔職員、利用者〕 

第 2 回消防設備等点検（平成の里）〔株式会社千代田防災〕※異常なし 

第 2 回自衛消防訓練（ふれあいの郷）〔職員〕（オンライン） 

防災訓練（はぎやまはうす）〔職員、利用者〕 

11 研修等  

7 月 4 日 

7 月 16 日 

7 月 18 日 

8 月 14 日 

10 月 1 日 

11 月 16 日 12 月 7 日 

11 月 18 日 

11 月 19 日 

11 月 20 日 

11 月 20 日 

1 月 16 日 

1 月 23 日 

2 月 19 日 

大人の発達障害研修（オンライン） 

障害者・高齢者虐待防止研修（オンライン） 

職員全体研修「障害者の支援における身体拘束・虐待防止」〔職員 5 名〕（オンライン） 

労働基準法に関する研修（オンライン） 

東京都依存症対策普及セミナー 

市民活動に活かすインスタグラム入門 

処遇改善加算取得のための障害福祉サービス等事業所向け研修会 

年末調整実務研修会 

虐待防止・権利擁護研修 法人内伝達研修〔職員 12 名〕 

アルコール依存症研修会 

職員全体研修「虐待防止のために職業倫理を学ぶ」〔職員 9 名〕 

認定団体実務者向け研修会（個人情報保護） 

育児・介護休業法改正対応セミナー（オンライン） 

12 補助金・助成金等（経常的なものを除く。） 

4 月 25 日 

6 月 30 日 

3 月 13 日 

3 月 13 日 

3 月 16 日 

令和 7 年度東京都障害福祉サービス等居住支援特別手当事業補助金（4 施設 4,094,000 円） 

障害福祉人材確保・職場環境改善事業（平成、グループホーム 384,174 円） 

福祉従事者処遇改善緊急支援事業（4 施設 1,039,725 円） 

ゼロエミ省エネ設備導入・運用改善支援事業（平成 10,645,000 円） 

令和 7 年度障害者施設等物価高騰対策支援金（4 施設 843,753 円） 

13 地域懇談会等  

4 月 19 日 

5 月 16 日 

5 月 25 日 

8 月 22 日 

10 月 6 日 

11 月 30 日 

12 月 22 日 

3 月 30 日 

令和 7 年度福祉大会（市社協）〔理事長〕 

東村山市社会福祉法人連絡会第 1 回全体会〔大西〕 

NPO けやき総会〔理事長〕 

東村山市社会福祉法人連絡会 10 周年記念イベント等説明会〔大西〕 

東村山市社会福祉法人連絡会第 2 回全体会〔大西〕 

東村山市社会福祉法人連絡会設立 10 周年記念イベント手伝い〔大西〕 

東村山市社会福祉法人連絡会第 3 回全体会〔大西〕 

東村山市社会福祉法人連絡会第 4 回全体会〔大西〕 

14 地域貢献等 

8 月 30 日 青葉町三丁目夏祭り（隣地駐車場開放） 



11 月 25 日～12 月 5 日 東村山市社会福祉法人連絡会フードドライブ（食品の収集協力） 

15 後援会関係 

8 月 25 日 

9 月 9 日 

10 月 4 日 

10 月 10 日 

12 月 9 日 

2 月 20 日 

卓球大会運営委員会（卓球大会について法人内での協議） 

卓球大会実行委員会 

第 41 回地域交流卓球大会（11 団体 90 名参加） 

卓球大会反省会（9 団体 11 名出席） 

後援会ニュース NO.63 発行 

第 1 回役員会（R7.2 までの報告.R8 事業計画.R8 予算、役員改選） 

16 令和 7年度について 

  令和 6年度社会福祉充実残高が初めてプラスとなり、令和 7年 9月から令和 12年 3月までの計画を策定、

①平成の里空調機入替事業、②平成の里外壁・防水工事事業について評議員会で承認を得た。①平成の

里空調機入替事業について、東京都ゼロエミッション補助金が 3 月にようやく決定した。空調機入替は

R8.9 月を予定しており、酷暑に対応しながら安全に進めていきたい。 

  平成の里の利用者高齢化等により、訓練等給付費が減となった。令和 8 年度は臨時の報酬改正もあり、

今後の状況を協力しながら注視していく。 

  例規改正関係では、3月に就業規則等の改正行い、懲戒処分の見直しや新たに臨時職員について規定した。

また、長年の懸案事項であった個人情報保護規程を全部改正し、法に沿ったものとなった。育児介護休

業等規則関係では、職員への制度説明等、きめ細やかな対応が義務化されることとなり、職員への説明

等を行った。 

  職員倫理規程制定に伴う法人全体研修を今年度は 7月と 1月の 2回開催、1月は対面での研修を行い、グ

ループワークをとおして職員間で倫理について学んだ。今後も定期的に開催していきたい。 

  国の施策により、職員処遇改善のための補助金が通知された。要件等を勘案しながら補助金申請し、職

員処遇の更なる改善を図った。 

  国の報酬改定で義務付けされた各種会議等については、事業所毎のチェックリストを設けた。業務に支

障の無いよう、効率的に開催している。 

  グループホーム諸課題については、現在、さまざまな課題をクリアしながら、チームで進めている。 

 



1

（２）利用者状況

定員 37 名 登録 40 名 (男性 27 名 女性 13 名)

入所 3 名 退所 5 名 (内訳

見学 9 名 内体験 2 名　→ 入所 2 名

施設見学・実習

月平均出席者数

22.4 人　 23.2 人　 24.5 人　 25.6 人　 22.8 人　 23 人　

23.5 人　 24.1 人　 26.5 人　 24.6 人　 25.2 人　 26.4 人　

人 人 人

人 人 人

円 円 円

564 人 433 人）

令和7年度事業報告
平成の里

・施設裏雨水桝周囲の整備(地盤固め)

・平成の里出入口電子錠の交換

・非常灯の交換(LEDに)

・監視カメラの交換

・空調ドレインの清掃

・空調機交換　ゼロエミ申請を行う。

施設運営

通所人数・訓練等給付金

令和6年度 令和7年度 比率

24.7 24.3 -0.4

6,005

 （１）安全確保と作業環境の整備

施設の老朽化対応

９月

10月 11月 12月 1月 2月 3月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

死亡１、A型移行１、本人の希望2、バイト１ ）

・ふきのとう職員1名（見学）
・東久留米市特別支援学校　本人、母、先生（実習2日）
・国立療養所多摩全生園看護学校（5/20　3名、5/21　2名、6/10　2名、 6/11　2名）
 

３月３１日現在

（最多人数　7月 最小人数　 11月

5,858 -147

訓練等給付費

平均通所人数

延べ通所人数

56,978,539 55,070,453 -1,908,086

（４）第三者評価（令和5年度受審）

（３）プライバシーマークの運用

・安定運用を行っている。

課題

中長期計画の策定

BCP策定及び運用

プログラムの充実

対応

段階的な残業時間の短縮など実行中。

BCP運用中。

行事(花見、食事会)を行い、SSTを定例化した。

（令和7年4月1日～令和8年3月31日）



326 名
24 名
36 名
22 名
14 名
28 ケース
5 名
26 名
26 名
34 名
6 名
30 名
25 名

（６）実習生受け入れ

1 名
1 名
1 名
1 名
1 名
5 名

（７）研修・会議

6 回 7 人
2 回 2 人
1 回 1 人

10 回 10 人
2 回 2 人
1 回 5 人
1 回 5 人
1 回 1 人
1 回 1 人
1 回 1 人
1 回 1 人
1 回 1 人
1 回 1 人
1 回 6 人
1 回 9 人
4 回 1 人
1 回 5 人
1 回 1 人
1 回 1 人
1 回 1 人

虐待伝達研修 平成の里

BCP訓練　感染症 平成の里

会計研修

語り合おう高次脳機能障害 けるん

東村山市就労支援部会 東村山市

逸見病院地域連携連絡協議会 逸見病院

フォークリフト講習

東社協

精神障害者を「理解する」とは オープナー

トヨタL&F

いい支援のために心身をリフレッシュしよう るーと

東村山市精神保健ケア検討会 東村山市

BCPオンライン研修 東村山けやき会
精神障害者の支援における身体拘束・虐待防止 東村山けやき会

令和７年度東京都障害者虐待防止・権利擁護研修 東京都

東京消防庁　防火・防災管理研修 東京消防庁

東村山市居住支援連絡会 市内GH

じゅさんれん運営・渉外委員会 じゅさんれん

東京福祉保育専門学校

日本社会事業大学

東京豊島IT医療福祉専門学校

研修内容 主催者 回数 参加延べ人数

計

お花見 3/30

クリスマス会 12/26
インフルエンザ予防接種 12/10,12/11

高崎福祉医療カレッジ

日本福祉教育専門学校

学校名 人数

秋のパンまつり 10/30
消防訓練 12/5

SST おしゃべり道場 毎月
卓球大会 10/4

お楽しみキッチンカー 3/12

毎月

お花見 4/4
食事会（ホテルニューオオタニ） 6/4

誕生会 毎月初日

（５）主な行事

活動の内容 時期 利用者参加人数

健康診断（白十字病院） 7/2,7/3
医療相談

虐待倫理研修 東村山けやき会

居住支援全国サミット 国土交通省／厚生労働省

高齢知的障害者の認知症とその支援 東京都社会福祉協議会

不動産後見アドバイザー 一般社団法人全国住宅産業協会



2

円 円 円
円 円 円
円 円 円
円 円 円

円 円 円

円 円 円
人 人 人
円 円 円
円 円 円
ヵ月分 ヵ月分 ヵ月分
ヵ月分 ヵ月分 ヵ月分

3
常勤 6 名 非常勤 4 名 合計 10 名体制

4

工賃支払延べ人数

1.0 1.0 0.0
冬季賞与 1.0 1.2 0.2

818,387

年度末手当(総額） 186,866 601,643 414,777

合計 23,640,019 22,443,988 -1,196,031

外注費 7,289,732 6,345,722 -944,010

一人当たり月平均工賃 39,006 39,666 660

就労及び工賃

令和６年度売上

簡易作業 2,098,460

職員体制

1,072,032 2,569,104 1,497,072

（２）工賃

11,561,194 11,614,016 52,822

メール作業 20,469,527 19,056,495 -1,413,032
比率令和７年度売上

増減

-1,280,073
外作業

工賃支払総額

令和７年度の振り返り

夏季賞与

・浅川恵子職員　令和7年3月31日付　定年退職。

令和6年11月より始めた外作業（三恵病院、秋津療育園の外周清掃）を週2日のペースで継続
したことで、メール便以外の安定した収益につながった。令和7年6月よりスティックコー
ヒーの箱作り・入れ込み作業を始めたことで、メール便作業が薄い時でも作業を継続して提
供することができた。メール便以外の作業を確保することで、幾人かの利用者のこだわりや
集中力をプラスのかたちで発揮することにもつながった。外作業は単価が高いが暑さ寒さな
どから対応できる利用者が限られ、スティックコーヒーはつなぎの仕事にはなるが単価が低
いなど、利用者の工賃を確保し続けるための課題は残る。また、作業が薄い時に「訓練」と
称して、輪切りにした幹のやすり掛け、ボールペン習字、塗り絵、郵便番号仕分け練習の資
材作りなどを行なった。収益は発生しないが、通常の作業では見えてこない利用者の得意な
ことや興味のあることに気づくことができた。高工賃の確保と同時に委託仕事の繁閑に左右
されない「やることがある」状態を維持していくことが課題となる。

令和8年3月31日時点の利用者在籍数が40名。平均年齢53.45歳。28歳〜78歳までの利用者の
内、 50歳以上が75%を占めている。通所できていた方ができなくなる、かつてできていた作
業ができなくなる、食事の食べこぼしや尿失禁や便失禁の対応が日常になるなど利用者の高
齢化や作業能力の低下が顕著になっている。作業所内の安全を確保し、わかりやすい作業環
境を提供するために資材を常に整理し、移動時の動線を確保することに努めた。今後は花
見、クリスマス会、パンまつり、お楽しみキッチンカーなど利用者が楽しみにしている行事
を定期的に行い、緊急時の対応を確実に行うことで、「作業をして工賃を稼ぐ場所」以外の
価値を提供していくことが課題となる。

①就労部門

②施設部門

・市村早紀職員　4/23育休復帰。現在時短勤務中。
・非常勤職員　宮本満　6月死去。

・非常勤職員　岡田充生（令和7年11月1日付入職/令和8年4月1日より常勤職員予定）

（１)就労実績
作業種類　メール発送代行　簡易作業　外作業（秋津療育園、三恵病院他）

452 442 -10

令和6年度 令和7年度



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

20 21 21 21 21 20 21 19 21 19 19 21

20 21 21 21 21 20 21 19 21 19 19 21

③ケア会議
26 回 （ 17 人） 39 回 （ 27 人）

日

人 人）
名 （ 約 人）

134%

対比

通信相談

地活/支援員（社会福祉士） 非常勤 R6年10月1日～

上半期 下半期 年間計 年間計

通信相談4,967

　　　　　　　Ⅱ　事業報告

１．障害者基本相談支援事業

①相談件数　（延べ） 前年度対比

令和7年度　事業報告
―地域生活支援センターふれあいの郷―

　　　　　　Ⅰ　運営体制

①開所日及び開所時間
開所日

244

地活　(日） 244

　月・火・木・金・土 　午前10時00分～午後5時45分

計

相談　(日）

5月5日・12月31日

閉所日

臨時開所日

　水・日・祝祭日・年末年始（12月29日（月）～1月3日（土））

②職員体制
職種（資格） 氏名 雇用形態 採用・退職年月日

常勤 H18年11月1日～　Ｈ19年4月1日から常勤　

管理者・施設長・相談支援専門員（精神保健福祉士） 矢嶋拓 常勤 Ｈ21年5月1日～　H26年10月1日から常勤

地活/支援員　相談支援専門員 助迫水基

非常勤 Ｈ30年7月28日～

常勤 R6年4月9日～

地活/支援員 菊田裕幸

地活/支援員　相談支援専門員補助（精神保健福祉士） 坂上恵美

地活/支援員　相談支援専門員 大泉哲也 常勤 R6年12月1日～

10,2875,320 7,675

92%

（新規） 40 40 80 （新規） 58 138%

来所相談 344 295 639 来所相談 697

対比

医療機関 281 311 592 医療機関 836 71%

131%

②対応状況
連絡調整 前年度対比

上半期 下半期 年間計 年間計

計 5,664 5,262 10,926 計 8,372

86%

福祉施設 388 386 774 福祉施設 810 96%

役所関係 160 192 352 役所関係 408

61%

計 884 955 1,839 計 2,252 82%

その他 55 66 121 その他 198

同行・訪問等 前年度対比

上半期 下半期 年間計 年間計 対比

120%

同行 106 79 185 同行 187 99%

訪問 157 208 365 訪問 304

102%

計 347 374 721 計 659 109%

代行 84 87 171 代行 168

前年度延利用者数 11,322 46.6 119%

244
利用者数　　延相談件数＋訪問・同行・代行＋連絡調整＋ケア会議＝ 13,512
今年度延利用者数 13,512 （一日あたり 55.4

④延利用者数

前年度 67%

開所日

地活/支援員（精神保健福祉士） 千葉陽子 非常勤 R5年9月1日～

佐藤えりか



243件

100件超…1名
99～70件…2名
69～50件…2名

26 17
3回

5回超…0名
4回…0名
3回…3名
2回…3名

721 91
131件、89件

50件超…2名
49～30件…1名
29～20件…3名

1,839 225
111件、109件、101件

年間実人数

実人数

181件、157件、103件

105745

91件、52件 46件、44件

2,547 242

50件超…2名
49～30件…3名
29～20件…2名

50件超…0名
49～30件…5名
29～20件…4名

訪問・同行等

連絡調整

50件超…2名
49～30件…0名
29～20件…5名

8,100

100件超…1名
99～50件…3名
49～30件…1名

56件、50件

112

100件超…1名
99～70件…6名
69～50件…3名

2,280

60 39

4回

5回超…0名
4回…4名
3回…4名
2回…4名

5回超…0名
4回…1名
3回…1名
2回…7名

4回

⑤相談内容

通信 来所 連絡調整 訪問同行 総計 対比

年間計 前年度
ケア会議

総計

2,129 157%福祉サービスの利用等4

障害や病状の理解 123 9 82 7 356 62%障害や病状の理解1

3,334

222

福祉サービスの利用等 2,751 44 484 51

1,593 107%

不安の解消・情緒安定 4,308 67 76 14

健康・医療に関する支援 934 39 578 138

3,977 112%不安の解消・情緒安定

健康・医療に関する支援12

0

1,701

4,465

420 117%家族・人間関係2 492

家計・経済に関する支援 328 35 182 111 629 105%家計・経済に関する支援4 660

家族・人間関係 388 52 43 7

1,778 121%

就労に関する支援 341 25 19 5

生活技術に関する支援 1,067 359 335 381

353 111%

生活技術に関する支援

就労に関する支援

1

2

2,143

392

34 124%社会参加・余暇活動0 42社会参加・余暇活動 34 4 2 2

39 110%

苦情/その他 9 2 6 0

権利擁護 4 3 31 5 権利擁護

苦情/その他

0

0

43

17

119%

合計

12 142%

計 10,287 639 1,839 721 11,322計26 13,512

13,51213,512

対比

通信相談 291 通信相談 273 107%

⑥相談者実人数 前年度

年間実人数 年間実人数

来所相談 157 来所相談 163 96%

訪問・同行等 91 訪問・同行等 100 91%

103%

374 100%

実人数年間総数 年間総数

825件、478件、469件

100件超…0名
99～50件…2名
49～30件…4名

101

219

694

115件、96件 96件

令和7年度
年間総数 実人数

10,287 291
1961件、828件、625件

400件超…5名
399～200件…8名
199～100件…10名

639 157
107件

100件超…1名
99～50件…1名
49～30件…4名

166

288

令和6年度令和5年度

319 6,798 315

794

7,960

実人数年間総数

400件超…5名
399～200件…5名
199～100件…9名

400件超…4名
399～200件…4名
199～100件…5名

835772 182

1

ケア会議

100件超…0名
99～50件…4名
49～30件…3名

175

通信相談

来所相談

連絡調整 225 連絡調整

参考

70件超…7名
69～50件…7名
49～30件…3名

2,696 217

92件、84件

400件超…5名
399～200件…5名
199～100件…6名

令和4年度

844件、706件、656件

100件超…3名
99～70件…6名
69～50件…7名

662

保育・教育に関する支援 0 0 1 0

5回超…0名
4回…1名
3回…5名
2回…6名

4161 36

233

27

ケア会議 17 ケア会議 27 63%

374 年間実人数

0

112件

保育・教育に関する支援 2 50%

805件、466件、445件



生活環境整備に関する支援　

　アパート探し・更新・引越し等　33回　　　安否確認　8回　　買い物同行・代行　59回　　掃除・家具調整ミニ家事等　75回

　　　　精神科病院入院の支援　　4回　　精神科病院退院の支援　4回　　　　　精神科通院同行等　　28回　

　　　　精神科以外の入院支援　10回　　　精神科以外の退院支援　3回　　　　精神科以外の通院同行　42回　　

社会資源の利用のための支援　

自立支援医療関係　6回　　障害年金関係　9回　　　障害者手帳関係　14回　　　生活保護制度関係　21回　　ホットシティ2回

難病制度関係　4回　　弁護士相談（相続・債務整理）　3回　　成年後見制度　4回　地域権利擁護事業　3回

医療機関の利用支援　　

　　☆介護保険サービスとの調整　　　　　　　　　　　　2件

　　☆家事援助サービスの利用（ヘルパー利用）　　　　7件

福祉サービスの利用等の支援（アウトリーチ支援）　※利用に至らないものも含む

　　☆日中活動の紹介　

　　☆移動支援の利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1件　　　　　　☆補装具の利用支援　1件（更新）

参考（訪問同行支援の一部紹介）

　　☆入所施設の紹介　　

 グループホーム利用（見学同行他）　16回　　　　　 サービス付き高齢者住宅　4回　　救護施設　2回

　　☆訪問看護の利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3件　　　　　　☆訪問診療の調整　　2件

金銭管理　　　　7名　　　（週に複数回お渡し…1名/週に1回お渡し…2名/2週に1度お渡し…2名/一時的な管理…2名）

　JKK手続き　14回　　携帯ｼｮｯﾌﾟ同行等　13回　　服薬支援　11回　　銀行　7回　　廃棄物減免手続　6回　　職場訪問　1回

探し物（書類・財布・スマホ・鍵等）　十数回　　その他　十数回（自治会費支払、市税滞納対応、移動の支援等）

就労支援室　1回　　　　他社会資源紹介紹介　　数回（やまて企業組合・警察同行・移送サービス・NPO法人等）

行政書類手続　十数回（戸籍・課税証明・マイナンバー等）　粗大ごみ運搬　3回　　スマホ使い方　　2回

家族支援　　　　4名　　　（訪問・電話などによる家族との関係調整等の支援）

危機介入　　　　18回　　（近隣住民苦情対応・食糧支援・家族施設・熱中症・救急要請・金銭破綻・医療中断等）

　　　　　　　 　就労継続B型利用（見学同行他）　10回　　就労移行　3回　　就労移行アセスメント　　2回

　　　　　　　　　デイケア　3回   短期入所　1回　　地域活動支援センター　1回



☆

☆

☆ ☆

29 11 4 0 2 21

23 2 5 0 1 19

52 13 9 0 3 40

ハ
ン
ド

ク
ラ
フ
ト

書
道
一
直
線

お
ん
が
く
の
じ
か
ん

茶
話
会

持
ち
込
み
M
U
S
I
C

単
発

プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
レ
ー

の
日

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー

プ

X
m
a
s
会

大
晦
日
鍋
会

消
防
訓
練

卓
球
大
会

9 10 6 9 11 10 5 12 1 1 1 1
14 37 24 69 44 45 78 53 17 14 4 7

回

人

日
人

人 人）

名 人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

71 61 65 63 63 61 70 59 63 55 74 60 名
 

117

単発プログラム（北山公園花見・ボウリング・菖蒲まつり・カラオケ・納涼祭・ふれあい
健康講座・産業まつりへ行こう・初詣・お昼を食べに行こう）

茶話会（第一土曜日）、単発プログラム（第二土曜）、SHG・書道（第三土曜）、おんが
くのじかん（奇数月第四土曜）、カレーの日（偶数月第四土曜）

⑥延利用者数

217

利用者数

　

15.3

244
利用者数　　②＋③＋④＋⑤＝ 3,733
令年度年度延利用者数 3,733

74

404

見学 実習

計

76
406

開所日

（1日あたり約

⑤地域交流参加者

4月～3月

425

93

4月～3月

持ち込みMUSIC（第二火曜）、ハンドクラフト（第三火曜）

地域交流

2,770電話件数

地域消防訓練参加者+地域交流卓球大会利用者数

464
前年度

109%

⑧見学・実習・ボランティア

⑦地域活動支援センター実利用者数(フリースペース・プログラム）

117

②プログラム活動

回数（回）

参加人数(人）

計

利用者数

③地域活動支援センター事業に関する電話 ④フリースペース利用者
4月～3月 前年度 対比

2,667 104%

50女性

50

計 61 53 117

男性
女性 29 2

3

男性19

地活
セン
ター

計
24 1

都内 都外
3 3

東村山市

20代 30代

清瀬市

２．地域活動支援センターⅠ型事業
①利用会員登録状況（令和7年3月31日現在）

50代 60代 70代 80代
9

2

9

居住形態
DC/
OT

就労・
通学

入院
中

6 19
10 14 13 0 50

単身 家族同居 G.Ｈ施設

計

42

4 117

名（男性67名・女性50名）

計
日中活動

（前年度は107名）

計
会員登録者年齢構成

会員登録者居住地
計

5

13 234

対比

93

前年度 対比

103%

100%

1

67

女性 10
男性

何もし
てい
ない

67

福祉
的就
労

40代

104%14.8（1日あたり約3,595前年度延利用者数

前年度

98%
年間全体

実利用者数 212

ボランティア
0件(0名） 5名 15回（2人）

15

23 37 28

3 0 67

4 0 117

東久留米市 小平市



　

東村山市自立支援協議会定例会

令和7年度高次脳機能障害者支援関係機関連携会議

4/21・5/19・6/16・7/28・9/22・10/20・11/17・1/19・3/12・3/16

4/17・5/15・6/19・7/17・8/21・9/12・11/20・12/18・1/15・2/19・3/19

5/29・9/30・1/22

インテーク・アセスメントかかわりの技法

身体拘束・虐待防止～適切な支援をしていますか～

令和7年度東京都北多摩西部医療圏専門的リハビリテーションの充実事業　高次脳機能障害講習会 6/29

7/18

8/7

9/4

9/26

3/14

 令和7年度精神障害者地域移行体制整備支援事業　基幹相談支援センター向け研修

東京都精神障害計画相談支援従事者等養成研修事業令和7年度研修会

令和7年度東村山市・小平市・東大和市・武蔵村山市相談支援事業所交流会

令和7年度東京都相談支援従事者専門コース別研修〈スーパービジョンいろはの”い”〉

1/16

2/5

2/6

2/12

2/17

3/17

居宅介護サービス事業者交流会

令和7年度東村山市要保護児童対策地域協議会

東村山市生活困窮者ネットワーク会議

令和7年度第4回心身障がい者（児）部会

坂上

矢嶋・坂上・大泉

坂上

矢嶋

坂上

助迫

坂上
大泉・菊田・佐藤・千葉

矢嶋・大泉・菊田

坂上

大泉

助迫

千葉

矢嶋

矢嶋

助迫

坂上

2/6

2/14

2/20

12/12

12/15

1/16

2/2

10/3

10/24・11/18・12/17

11/25

12/9

東村山市いのち支える自殺対策推進協議会

令和7年度精神障害者地域生活移行支援会議圏域別会議

東村山市社協　地域権利擁護事業係　生活支援員業務連絡会（講師）

北多摩北部地域高次脳機能障害者支援ネットワーク協議会

卓球大会反省会

多摩あおば病院地域医療連携協議会（地域）　「地域生活を支える
支援者連携」～医療と地域の垣根を超えて～

4/4・5/2・6/6・7/4・8/1・9/5・10/3・11/7・1/9・2/6・3/6

5/9・7/11・9/12・11/14・2/13

4/22・8/4・10/28・1/27

5/15

5/19・6/20・7/22・8/29・9/12

6/24

7/24

7/11・12/5

8/5・2/13

令和7年度権利擁護ネットワーク会議

11/14

11/25

11/28

12/6

令和7年度市民交流事業　高次脳機能障害と共に～家族と支援者の役割～

障害種別の「壁」との向き合い方～壁を乗り越える？壊す？すり抜ける？　一緒に考えましょう～

第2回ネットワーク推進セミナー　対面で「つながる」「語る」精神保健福祉士の魅力

令和7年度成人期発達障害者支援力向上研修（困難事例検討会）

令和7年度東京都高次脳機能障害支援養成研修

救護施設連絡会

8/21・2/17

9/2

9/9

地域福祉権利擁護事業説明会

とうきょう会議630調査プロジェクト説明会

成年後見連絡会

10/9

10/10

11/7

東村山ケア検討会

東村山市自立支援協議会相談支援部会

東村山市自立支援協議会運営会議

東村山市自立支援協議会相談支援部会主任打ち合わせ

東村山市自立支援協議会地域生活支援部会

東村山市精神障害者居住支援連絡会

北多摩北部地域　高次脳機能障害者支援ネットワーク協議会総会

暮らしの相談ステーション事業担当者情報交換会

4市交流会打ち合わせ

逸見病院地域連携連絡協議会

東村山市自立支援協議会相談支援部会打ち合わせ

令和7年成年後見支援センター東村山運営委員会

いのちとこころのゲートキーパー養成講座

虐待防止のために職業倫理を学ぶ

国立リハビリテーション病院見学

⑨研修

⑩地域内の合同会議・連絡会

BCP研修（オンライン）



⑪広報活動
☆

☆ 「社会福祉法人東村山けやき会」のホームページ上に作成。（法人内全施設）

⑫
☆

☆

①

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

5 14 12 4 4 9 14 5 12 6 22 10 117

7 28 15 20 19 12 22 19 32 10 15 13 212

12 42 27 24 23 21 36 24 44 16 37 23 329

②

R7.6～9、R8.3～（継続中）

R7.2～R8.2

  3．指定相談事業

令和8年4月より、近隣市以外の関係機関向けの郵送は終了し、ホームページで閲覧、ダウンロードしていただくようご案内しました。

障害福祉に対する理解促進や普及啓発等
都営住宅自治会との話し合い

三恵病院入院中の方のグループホーム見学

　三恵病院で企画したむさしのはうすの見学会に参加しました。

都営住宅自治会の方から、地域で精神に障害を持つ方とのコミュニケーションについて講師依頼があり、基幹
相談支援センターるーとともに講義内容の打ち合わせをおこないました。

計

モニタ

☆令和7年度を振り返って

主として精神障害者のサービス等利用計画を作成。　　就労継続支援B型・就労継続支援A型・就労移行・生活訓練・
共同生活援助・家事援助等。　

指定一般相談支援事業（地域移行・地域定着）
地域移行支援 2名

地域定着支援 1名

〇東村山市障害者基本相談支援事業について
　電話相談については特定の方が頻回となっている状況が継続しています。一日の回数や時間に上限を設定する
方も限定的にでてきています。訪問同行では、精神症状や高齢による移動の困難さを抱える方に対しての支援が
目立ちました。市報やホットシティ、障害支援からの紹介の方も依然として多くおられます。
〇地域活動支援センター事業について
　プログラム活動は、今年度は大きな改変は行っておらず、利用数については同数程度となっています。事前の買
い物などが必要なプログラムに当日キャンセルが出ている問題があり対応しています。
　フリースペースについては毎日来所される方々の交流が進み、プライベートでのやり取りも行われていると伺って
います。その分トラブルなどもあり、利用を制限せざるを得ない行動がみられる方もおられました。他方で新規利用
の方も少しずつ増えてきており、その方なりの過ごし方を見つけられるよう職員もサポートしています。
　マスクの着用をふれあいの郷では求めていましたが、状況を鑑み令和８年4月以降は完全に任意とする予定で
す。
〇指定特定・一般相談支援事業について
　計画相談については、昨年度と比較するとモニタリングを安定した基準通りおこなうことができました。加えて、報
酬外の支援についても、可能な限り対応しました。加算の算定については取りこぼしがあり、今後の課題と考えま
す。
　地域移行・定着支援に関しては、今年度は２件精神科病院からの地域移行を新規でお受けしています。

                                                 （前年度サービス利用計画作成数　117件　　モニタリング実施数　167件)

令和7年度サービス利用計画作成件数　117件　　モニタリング件数　212件（請求件数）

計画

指定特定相談支援事業（計画相談）

ふれあい通信　・・　2ヶ月に1回の発行（偶数月）　2ヶ月分のカレンダーにプログラムスケジュールを記載。

ホームページ



　グループホームはぎやまはうす

① ②

○ ○

○ ○

〇

○

（１）共同生活援助事業

表１　入居者数（月別）　　定員　7人　　　　　　（単位：人）

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

男性 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

女性 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

計 6 6 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

入居 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

退居 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

表３　入居者性別・年齢別 表４　入居年数　　　　　　　　　　　　　

 10歳～ 20歳～ 30歳～ 40歳～ 50歳～ 60歳～ 計  1年未満 １年～２年 ２年～３年 ３年以上 計

男性 0 1 0 0 1 2 4 男性 0 4 0 0 4

女性 0 0 0 0 3 0 3 女性 1 0 2 0 3

計 0 1 0 0 4 2 7 計 1 4 2 0 7

表５　入居前の生活状況 表６　支給決定市町村

 入院 家族と同居 単身生活 他施設 その他 計  東村山市 計

男性 2 2 0 0 0 4 男性 4 4

女性 0 3 0 0 0 3 女性 3 3

計 2 5 0 0 0 7 計 7 0 0 0 7

世話人/地域生活支援員 山王　千春 非常勤

月曜日～金曜日 9：00～19：00 はぎやまはうす・むさしのはうすを通じて

土曜日 10：15～19：00 対応考慮

＊日曜日・祝祭日・夜間等は携帯電話にて対応

　3.事業報告

表２　入退居者数（月別） 　（単位：人）  　

　（単位：人） （単位：人）

令和7年度事業報告
　グループホームはぎやまはうす

（令和7年4月1日～令和8年3月31日）

　1．職員体制

職種 氏名 雇用形態
所属

資格等

管理者/サービス管理責任者/世話人 青木　岳夫 常勤 精神保健福祉士

世話人 大西　宏枝 非常勤

　2．支援体制

社会福祉士・精神保健福祉士

世話人 諏訪　静子 非常勤

所属　①共同生活援助事業　　②自立生活援助事業

（単位：人） （単位：人）



（複数通所あり） 表８　日中活動への平均参加日数　（単位：人）

 デイケア 就労継続支援B型 就労継続支援A型 就労
（契約社員） その他 計  0日 週1～２日 週３～４日 週５日以上 計

男性 3 0 0 1 0 4 男性 2 1 0 1 4

女性 0 2 0 1 0 3 女性 0 2 0 1 3

計 3 2 0 2 0 7 計 2 3 0 2 7

 無し 1 2 3以上 計

精神科 4 地権 0 男性 0 0 3 1 4
精神科以外 8 訪問看護 2 女性 0 0 3 0 3

計 12 成年後見人 0 計 0 0 6 1 7

  以外へも支援を行う。

花見会＊お弁当配布・近所を散策・人形芝居鑑賞 木曽路（お花見弁当） 4月5日 19人

※地域福祉権利擁護事業（市社協での金銭管理等）

表９　同行受診（単位：回） 表11　障害支援区分（単位：人）

防災訓練

　　　　 〇熱中症対策

　　　　　　　＊呼びかけ、注意書きの配布、毎日の検温（職員・利用者）、アルコールやマスクの配布等。

　　　　　　　　メニュー例：ちらし寿司・カツカレー・餃子・ポトフ等にサラダ、汁物、果物を付けて。

      　       ♦月に一回お弁当会を開催。参加者（入居者・OB）へリクエストを聞き、お弁当を渡す。　　　　　

　　　　　　　　お弁当例：焼肉、ハンバーグ、中華等

　　　　　　　♦月に一回手作り料理の会を開催。入居者へリクエストを聞き、職員が調理して渡す。

　　　　　　　＊必要に応じて抗原検査を実施。

　　　　　　　♦季節ごとのイベント：真夏にアイス、クリスマスやバレンタインの時にお菓子を渡す。

　　　　　　　　場所の確認、各部屋の防災袋・消火器の確認等、交流室の防災用具点検及び補充等

　　　　　　　＊防災訓練（年1回）、BCP訓練（自然災害：年1回）…災害時を想定した卓上訓練、避難

　　　　○防災対策

　　　　　　　♦誕生日の利用者へケーキのプレゼント。

　　　　　　　　交流室の衛生用具点検及び補充等

　　　　 ○ホームページにて施設の紹介

　　　 　○退居者支援（電話相談・訪問・同行受診・ケース会議参加等）＊自立生活援助事業利用者

18人

交流室 3月28日 全員

　　　　　　　＊ワクチン接種を希望する利用者への対応（接種予約・接種同行・副反応への対応等）。

　　　　　　　＊多摩小平保健所での集団健診、通所先、国民健康保険等を個々で対応。

　主な行事（はぎやまはうす・むさしのはうす合同）

内容 場所 日程 参加者（職員含む）

暑気払い＊お弁当配布 うな正（うな重） 8月10日

  

12月27日 17人（OB含む）

表10　訪問看護等（単位：人）

　　　　　　　＊水、経口補水液、塩飴等の配布、呼びかけ、冷房設備の適切な利用の促し等。

         〇健康診断

表７　主な日中活動先 （単位：人）

　定期的な活動

　　  　○イベント 

　　　　○感染症対策（新型コロナウイルス、インフルエンザ等）

　　　　　　　＊感染症対策訓練（年2回）、BCP訓練（感染症：年1回）…蔓延時を想定した卓上訓練、

年末レク＊お弁当配布 木曽路（和食弁当）

第41回地域交流卓球大会 東村山市民スポーツセンター 10月4日 3人



（2）自立生活援助事業

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

男性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

女性 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 0

計 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 1

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

訪問 14 8 8 6 3 2 3 8 2 2 3 0 59

同行 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

計 16 8 8 6 3 2 3 8 2 2 3 0 61

表３　利用者性別・年齢別 表４　支給決定市町村

 20歳～ 30歳～ 40歳～ 50歳～ 計  東村山市 国分寺市 計

男性 0 1 0 0 1 男性 0 1 1

女性 1 1 0 0 2 女性 2 0 2

計 1 2 0 0 3 計 2 1 3

等

令和７年度障害者グループホーム管理者研修 1人

1月23日
令和7年度居住支援系事業所職員研修

「自殺対策の基礎知識と遺された人たち・支援者のケア」（オンライ
ン）

1人

11月7日

1月16日 法人会研修：虐待防止のための職業倫理を学ぶ 1人（3人）

7月7日 BCP研修（オンライン） 1人（3人）

7月18日 法人内研修：身体拘束・虐待防止研修（オンライン） 1人（3人）

　　　　 地域交流卓球大会実行委員会

　　　　 東村山市精神保健福祉ケア検討会（月1回）

  9月・10月 東京都障害者グループホーム従事者基礎研修（オンライン） 2人

日程 研修内容 参加人数

5月26日 東京都障害者共同生活援助事業説明会（オンライン） 1人

　　

　4.主な会議、連絡会

　　　　 東京都精神障害者共同ホーム連絡会（月１回）

          東村山市居住支援連絡会（3か月に１回）

　5.職員の研修・説明会等への参加

          はぎやまはうす・むさしのはうす合同職員会議（月１回）

　　　　 利用者、退居者ケース会議

　6.実習生対応　　　　　

回数 期間等

2回 6月16日、8月4日

11月20日 法人内研修：虐待防止・権利擁護研修 1人（3人）

権利擁護支援検討会議11月20日 1人

表１　利用者数（月別）　　　　　　　　（単位：人）

　（単位：人） （単位：人）

表２　支援回数・内容（月別）　　　　（単位：回）



　　　　　〇

〇赤い羽根共同募金（B配分）申請、決定（令和8年3月11日）

　9.令和7年度のまとめ

　 入退居については、6月の入居者1名のみで動きの少ない年度となった。令和8年度は3名の退居を

予定している。個々の目標を達成できるように支援していきたい。年齢層の幅が広く、生活スタイルが

異なり、支援内容も大きくな違いがあった。例えば、スマートフォンの扱いにしても年齢の高い方は、

単純に使い方を覚えるための支援を必要とするが、年齢層の低い方は、表面上使い方に問題はない

が、電子決済等のトラブルへの対応が必要であったりと大きく違い、どちらの支援に対してもこちらが

まずは知識をつけておかないといけないと改めて思う場面が多々あった。

＜自立生活援助事業＞

　3名の利用があり、3月までにすべての方の利用が終了した。令和8年5月から新しい方の利用を予定

している。利用者の状態に応じた役割を関係機関と話し合いながら適切な支援をしていきたい。

〇地域連携推進会議の開催（年１回：令和8年１月13日開催）

共同生活援助 自立生活援助

訓練等給付費 都加算 訓練等給付費

・人員配置体制加算ⅩⅢ ・通過型加算 ・同行支援加算

・夜間支援等体制加算Ⅲ ・精神科医療連携体制加算  ・日常生活支援情報提供加算

・福祉専門職員配置等加算Ⅰ

・処遇改善加算Ⅰ

〇滞在型新設、都型サテライト解消へ向けて：東京都、東村山市と打ち合わせ、法人内で検討。

〇BCP作成、見直し。訓練、研修を行うとともに必要物資の購入を行う。

＜共同生活援助事業＞

　7.訓練等給付費・都加算状況（主な取得加算について）

　8.その他



　グループホームむさしのはうす

① ②

○ ○

○ ○

○

（１）共同生活援助事業

表１　入居者数（月別）　　定員　6　　　　　　（単位：人）

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

男性 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 5

女性 3 3 3 2 2 2 2 1 1 1 1 1

計 6 6 6 5 5 5 6 5 5 5 5 6

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

入居 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 3

退居 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2

計 1 0 1 0 0 0 2 0 0 0 1 0 5

表３　入居者性別・年齢別 　（単位：人） 表４　入居年数　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

 20歳～ 30歳～ 40歳～ 50歳～ 60歳～ 計  1年未満 1年～2年 2年～3年 3年以上 計

男性 0 1 2 1 1 5 男性 3 1 1 0 5

女性 0 0 0 1 0 1 女性 0 1 0 0 1

計 0 1 2 2 1 6 計 3 2 1 0 6

表５　入居前の生活状況 表６　支給決定市町村 （単位：人）

 入院 家族と同居 単身生活 他施設 その他 計  東村山市 小平 杉並区 東大和 西東京 計

男性 3 1 1 0 0 5 男性 2 1 0 1 1 5

女性 1 0 0 0 0 1 女性 0 0 1 0 0 1

計 4 1 1 0 0 6 計 2 1 1 1 1 6

精神保健福祉士・社会福祉士

資格等

精神保健福祉士・公認心理師

所属

令和7年度事業報告
　グループホームむさしのはうす

（令和7年4月1日～令和8年3月31日）

　１．職員体制

職種 氏名 雇用形態

世話人 水野　元子 非常勤

所属　①共同生活援助事業　　②自立生活援助事業

　２．支援体制

管理者/サービス管理責任者/世話人 相川　綾子 常勤

世話人

（単位：人）

吉江　京子 非常勤

＊日曜日・祝祭日・夜間等は携帯電話にて対応

　３.事業報告

表２　入退居者数（月別） 　（単位：人）  　

月曜日～金曜日 9：00～19：00 はぎやまはうす・むさしのはうすを通じて

土曜日 10：15～19：00 対応考慮



（複数通所あり） 表８　日中活動への平均参加日数　（単位：人）

 デイケア 就労継続支援B型 職業訓練 アルバイト 外来OT 計  0日 週1～２日 週３～４日 週５日以上 計

男性 2 2 0 0 0 4 男性 1 2 1 1 5

女性 1 0 1 1 0 3 女性 0 0 0 1 1

計 3 2 1 1 0 7 計 1 2 1 2 6

表11　障害支援区分

 なし 1 2 3以上 計

精神科 16 地権 0 男性 1 1 2 1 5
精神科以外 18 訪問看護 3 女性 0 0 1 0 1

計 34 計 1 1 3 1 6

　　　　〇令和2年10月から月に一回お弁当会を開催。市内のお店に注文し、参加者へ配布。　　　　　

退居者の人数が増えているため、年度途中で退居者への声掛けは偶数月のみに変更。

入居者へは毎月の声掛けとした。どちらも希望者は交流室で食べることとした。

奇数月には職員が食事を作り、入居中の希望者は交流室で食べ、自室に持ち帰ることも

　　　　〇クリスマスビンゴ大会　職員3名・入居者4名

表７　主な日中活動先 （単位：人）

表９　同行受診（単位：回） 表10　訪問看護等（単位：人）

  

※地域福祉権利擁護事業（市社協での金銭管理等）

　主な行事（はぎやまはうす・むさしのはうす合同）

暑気払い＊うな重配布 うな正 8月16日

内容 場所 日程

人形劇とお花見会＊お弁当配布 むさしのはうす交流室・萩山四季の森公園 4月5日

参加者（職員含む）

16人

19人

20人

　　　　〇防災訓練　今年度各居室で個別対応

平成に来たキッチンカー 3月12日

年末弁当会 木曽路 12月27日

クレープ祭り 8人

　　　　〇熱中症・インフルエンザ・新型コロナウイルスへの対策

　　　　　　　＊熱中症対策として水、熱中症飴、梅干し等配布。交流室では麦茶等を飲んでもらう。

　　　　　　　＊呼びかけ・注意書きの配布、検温

　　　　〇ホームページにて施設の紹介

　　　　〇退居者支援（訪問・同行受診等）＊自立生活援助事業利用者以外へも支援を行う。

　定期的な活動

　　　　　　　  サラダの会　１人暮らしは野菜が摂りにくいという声を受け各種サラダ配布　（計9回）　

　　　　〇カラオケ　令和７年度上半期退居者を交えて（利用者希望）　職員3名・入居者2名・退居者2名

　　　　〇防災呼びかけ及び防災用具点検・補充

　　　　　　　＊各部屋に防災袋、ヘルメット、消火器、防災用食品、非常用トイレ設置

　　　　〇BCP訓練　（9/19、1/8、3/26）

　　　　〇インフルエンザ予防接種　利用者１名退居者１名　12月10日　白十字病院　他個別に対応

　　　　〇平成の里ランチブッフェ（ホテルニューオータニ）　職員2名・入居者3名

　　　　〇平成の里パン祭り　　職員3名・入居者5名

　　　　〇初詣（八坂神社・その後交流室でお汁粉）　職員3名・入居者2名・退居者1名

　　　　〇誕生日カード配布　手作り誕生日カードを入居者一人一人にお渡し

　　　　〇健康診断　7月3日コロニー東村山　3名　他個別に対応

出来るようにしたところ3～4人は交流室で食事（計6回)をしている。 



（2）自立生活援助事業（平成30年11月～）

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

男性 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

女性 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1

計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

訪問 5 3 6 3 2 5 3 7 3 4 5 4 50

同行 2 3 3 0 0 0 0 2 2 0 2 1 15

計 7 6 9 3 2 5 3 9 5 4 7 5 65

表３　利用者性別・年齢別 表４　支給決定市町村   （単位：人）

 20歳～ 30歳～ 40歳～ 50歳～ 計  東村山 計

男性 0 0 0 1 1 男性 1 1

女性 1 0 0 0 1 女性 1 1

計 1 0 0 1 2 計 2 2

等

2月6日～13日 令和７年度集団指導（共同生活援助・短期入所・自立生活援助）オンライン 1名

第１回障害者グループホーム管理者研修

          東村山市精神保健福祉ケア検討会

　　　　 地域交流卓球大会実行委員会

表１　利用者数（月別）　　　　　　　　（単位：人）

表２　支援回数・内容（月別）　　　　（単位：回）

1名

1月16日 法人内研修「虐待防止のために職業倫理を学ぶ」 1名

11月20日 法人内伝達研修　虐待防止・権利擁護 1名

9月13日 令和7年度第１回グループホーム従事者基礎研修（オンライン）

　５.職員の研修・説明会等への参加

日程 研修内容 参加人数

7月7，9日 BCP基礎研修（オンライン） 2名（3名）

7月18日 法人内研修　身体拘束・虐待防止研修（オンライン） 1名（3名）

　　　　 東村山市精神障害者居住支援連絡会（3か月に1回開催）

10月18日 サービス管理責任者更新研修 1名

1名

　（単位：人）

　　

　　　　 地域連携推進会議(第３者評価受審年以外年１回）

7月4日 精神保健福祉研修「大人の発達障害」 1名

11月27日

　４.主な会議、連絡会

          はぎやまはうす・むさしのはうす合同職員会議（月1回開催）

　　　　 東京都精神障害者共同ホーム連絡会



　8.令和7年度を振り返って

令和7年度は入居者が3名、退居者が2名となった。

夏の暑さがはげしく、今までとは違う呼びかけ「迷わずエアコンを使う」「エアコンは夜間もタイマー

外出先から戻られた時だけでなく、交流室を利用する時には飲み物を提供した。

交流室でのイベントとして、はぎやま・むさしの合同の人形劇を行った。

交流室での食事提供も再開し、職員や、他の利用者と食べたい人は一緒に食べ、自室に

第1回地域連携推進会議を1月30日に行った。

長年お付き合いのある近所の方に参加していただき、通過型グループホームのしくみについて理解

していただくことが出来た。20年以上前の利用者さんを覚えていてくださり、職員が知らないエピソー

ドを聞かせて下さった。地域で見守っていていただき運営出来ていることを実感することが出来た。

1 9月8日

7月11日1

　６.実習生対応　　　　　

回数 期間等

・福祉専門職員配置等加算Ⅰ ・精神科医療連携体制加算 ・初回加算

1 2月25日

　７.訓練等給付費・都加算状況（主な取得加算について）

共同生活援助 自立生活援助

訓練等給付費 都加算 訓練等給付費

・夜間支援等体制加算Ⅲ ・通過型加算 ・同行支援加算

持ち帰りたい人には持ち帰ってもらう事とした。大体同じメンバーが交流室で食事する事が多い。

利用者の希望もありカラオケ・初詣などの外出イベントも行った。交流室でのクリスマスビンゴ

大会は3回目となった。

・処遇改善加算Ⅰ

・人員配置体制加算XⅢ

・精神障害者地域移行特別加算

・自立生活支援加算Ⅰ

設定にしない」等を行った。

頻繁に交流室でコーヒーを希望する方がいて、コーヒー・ココアは10円、お茶、麦茶は無料とした。


